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過去最大の予算を可決
平成28年度事業の目玉
ここが聞きたい
（一般質問）

これ知っとう？
（皿山公園）

1616これ知っとう？これ知っとう？

会だより福岡県須恵町議会だより

皆さんにきれいな花を見てもらえるように、枝
の伐採や道の整備をしています。休憩用の丸
太のイスも設置しました。ぜひ来てください。

今
泉
國
次
さ
ん

（
町
有
林
管
理
人
）

村
山
美
耶
子
さ
ん
と
有ゆ
う

く
ん

（
上
須
恵
区
）

川
内

　明
さ
ん

　
　テ
ル
子
さ
ん
ご
夫
婦

（
旅
石
区
）

池で鯉に
エサを
あげました。

春休みなので
ひ孫と一緒に来ました。 毎日散歩

しています。

わが町の宝物 第4回

皿
さ ら や ま こ う え ん

山 公 園
時代は移り変わっても、守り続けていきたい自然・歴史・文化・人…。
須恵町の大切な宝物をご紹介します。

町の北部に雄大に横たわる若杉山。その山ろくに町

立皿山公園があります。

眼下には、須恵町の全景はもちろん、福岡市、博多

湾を望む一大パノラマが広がります。

毎年、４月下旬から５月初旬にかけ、約３万本のつ

つじが咲き乱れ、その見事な景観をひと目見ようと、

町内外から多くの人が訪れます。

つつじの他にも梅・桜・菖蒲・あじさい・藤・椿な

ど四季折々の花や、美しい紅葉を楽しむことができま

す。また、カンラン岩の巨石がゴロゴロと積み重なっ

た自然のままの地形も見所です。

くじゃくなどの鳥がいる小動物園や、蒸気機関車、遊

具広場など、お子さんが楽しめるスポットもあります。

また、園内には、町立歴史民俗資料館があり、昔な

つかしい生活用品や町の歴史に触れることができます。

一年を通してゆっくりと自然を感じられる癒しの空

間「皿山公園」に、ぜひお立ち寄りください。
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４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に

よ
り
、
多
く
の
命
が
失
わ
れ
、
家

屋
の
倒
壊
や
が
け
崩
れ
な
ど
に
よ

り
、
今
な
お
多
く
の
方
が
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
大
震
度
７
を
記
録
し
た
熊
本

県
益
城
町
を
は
じ
め
、
西
原
村
、

氷
川
町
、
大
津
町
、
御
船
町
の
各

議
会
は
、
以
前
に
、
議
会
広
報
研

修
の
た
め
来
町
さ
れ
、
親
し
く
意

見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々

に
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
る
と
共

に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
、
一
日

も
早
く
平
穏
な
生
活
に
戻
ら
れ
る

こ
と
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
議
会
で
も
災
害
対
策
関
連

予
算
を
、
今
議
会
で
可
決
し
ま
し

た
。
私
た
ち
も
日
頃
か
ら
、
災
害

時
の
対
応
に
つ
い
て
、
家
族
で
話

し
あ
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

 

今
村
桂
子

編
集
後
記

発行責任者

広報特別委員会

議　　長：三⻆　良人

委 員 長：今村　桂子
副委員長：白水　勝元
委　　員：合屋　伸好
委　　員：三⻆　栄重

須恵町立歴史民俗資料館
入 館 料 ： 無料 
開館時間 ： 午前10時 ～ 午後5時まで 
休 館 日 ： 月・火・水曜日（祝日は除く）
  8月1日～8月15日まで・12月25日～1月10日まで



歳入歳出
その他

6億7430万円(7.4％)
県支出金

5億1803万円(5.7％)
町債

6億2190万円(6.9％)

国庫支出金
11億7349万円

(13.0％)

地方交付税
20億9400万円

(23.1％)

その他
6億8022万円(7.5％)

繰入金
5億6000万円(6.2％)

町税
27億3804万円

(30.2％)

その他
6億5398万円(7.2％)

公債費
5億9983万円(6.6％)

土木費
7億8313万円(8.7％)

総務費
10億6821万円

(11.8％)

教育費
10億7628万円

(11.9％)

衛生費
10億9042万円

(12.0％)

民生費
37億8813万円

(41.8％)

依存財源
(56.1％)
依存財源
(56.1％)

自主財源
(43.9％)
自主財源
(43.9％)

整う教育

平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

₉₀
億
６
千
万
円
で
、
初
め
て
₉₀
億
円
を
超
え
る

予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
町
税
が
１
億
３
８
０
０
万
円

ほ
ど
の
増
収
を
見
込
み
、
27
億
３
８
０
４
万

円
（
前
年
度
比
５
・
４
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。国

庫
支
出
金
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
所

得
の
低
い
年
金
受
給
者
の
方
を
対
象
と
し
た

﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂
の
財
源
を
始
め
と
し
て

₁₁
億
７
３
４
９
万
円
（
2₀
％
増
）
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園
建
設
に
２
億 

9
3
7
6
万
円
、
須
恵
中
学
校
の
校
舎
外
壁
改

修
に
１
億
円
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
道
路

橋
梁
の
補
修
事
業
に
お
よ
そ
２
億
５
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
、
交
通
の
安
全
の
確
保
や
生
活
環

境
の
維
持
・
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
主
な
事
業
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
、工
事
は
８
ペ
ー

ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

過
去
最
大
の
予
算
を
可
決

一
般
会
計
当
初
予
算

平成28年第１回定例会は、３月２日から18日までの
17日間で行われました。提案された28件の議案のう
ち「須恵町政治倫理条例の一部改正案」を否決、そ
の他の議案はすべて可決・承認しました。

一般会計 前年度比 8.2％増

90億6000万円

5億6000万円

財政調整基金繰入金
（貯金の取り崩し）

6億2190万円
町債（借金）

< 内訳 >
● 臨時財政対策債

3億1000万円
● アザレア幼児園
　建設事業債

2億2890万円
● 一般会計出資債

300万円
● 道路改良事業債

8000万円

すべてのページにおいて金額は、
１万円未満を切り捨てています。

3
月
定
例
会
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3
月
定
例
会

事
業
の
目
玉

工
事
・
そ
の
他
の
議
案

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
あ
れ
こ
れ

3
月
定
例
会

増える人口
　
前
年
度
よ
り
１
億
２
０
０
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
被
保
険
者
数
が
約
２
２
０
人
減

少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。
被
保
険
者
数

は
、
全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
２
億
円
を
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
緊
急
時
に
、
水
道
水
が
安
定
供
給
で
き
る
よ

う
、
佐
谷
浄
水
場
か
ら
第
二
浄
水
場
ま
で
の
連

絡
管
を
布
設
す
る
工
事
が
、
平
成
27
年
度
～
2₉

年
度
の
３
カ
年
事
業
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
佐
谷
橋
か
ら
第
二
浄
水
場

ま
で
の
連
絡
管
布
設
（
工
事
長
８
６
０
ｍ
）
お

よ
び
ポ
ン
プ
室
の
設
置
（
２
カ
所
）
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
国
庫
補
助
対
象
事
業
で

す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
上
須
恵
・
南
米
里
・
新

原
・
甲
植
木
・
乙
植
木
の
各
地
区
で
管か
ん

渠き
ょ

築
造

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
末
に
お
け
る
須
恵
町
の
下
水
道

普
及
率
は
、
82
・
３
％
（
公
共
下
水
道
・
農
業

集
落
排
水
あ
わ
せ
て
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
数
が
減
少

昨
年
度
に
引
き
続
き

緊
急
時
用
連
絡
管

布
設
工
事
を
実
施

普
及
率
8
割
超
え

特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

会 計 区 分 28年度予算額 27年度予算額   比較（％） 議決結果
一  般  会  計 90億6000万円 83億7000万円 8.2 賛成多数で可決

特
別
会
計

国民健康保険 37億7300万円 38億7500万円 △2.6 賛成多数で可決
後期高齢者医療 2億8100万円 2億8800万円 △2.4 賛成多数で可決
公共下水道事業 11億7800万円 12億  700万円 △2.4 全員賛成で可決
農業集落排水事業 7700万円 7800万円 △1.3 全員賛成で可決

水道事業会計
収益的支出 5億8124万円 5億8942万円 △1.4

全員賛成で可決
資本的支出 3億2238万円 3億3920万円 △5.0

3月
定例会

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

37
億
7
3
0
0
万
円

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

7
7
0
0
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

2
億
8
1
0
0
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

11
億
7
8
0
0
万
円

平成28年度各会計当初予算

第二浄水場

佐谷橋

中柱田貯水池
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3
月
定
例
会

事
業
の
目
玉

工
事
・
そ
の
他
の
議
案

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
あ
れ
こ
れ

3
月
定
例
会

3
月
定
例
会



3
月
定
例
会

す
え
っ
肥
は
、
人
気
が
あ
り
、
売

れ
行
き
が
良
い
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
す
る
な
ど
、

と
て
も
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
る
の
に
、

堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
お
よ
び
屋
根
が
破
損
し
、
危

険
度
が
高
い
。
修
繕
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
？

須
恵
町
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
※
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
相
談
件
数

が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
？

Q

Q

長
期
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
再
度

検
討
し
た
い
。（
地
域
振
興
課
長
）

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

修
繕
は
？

教
育
相
談
の
件
数
が

多
い
の
は
な
ぜ
か
？

28
年
度
分
・一
部
抜
粋

予
算
審
査
特
別
委
員
会

の
質
疑
か
ら

Q&A

A

ふくおか良質堆肥コンクール
において金賞を受賞

エコ堆肥
すえっ肥（すえっぴ）

好評販売中!!
（須恵町ホームページ）

破損したブロック塀と屋根

須恵町のＳＳＷ
荒巻智之先生（左）・山内未紗希先生（右）

ふくおか良質堆肥コンクール
において金賞を受賞

須
恵
町
で
は
、
町
独
自
で
、
す
べ

て
の
小
中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
配
置
、
中
学
校
区
に
Ｓ
Ｓ
Ｗ

２
人
を
配
置
し
、
き
め
細
か
な
相
談
体
制

が
で
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
相
談
件
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。（
子
ど
も
教
育
課
長
）

※
Ｓ
Ｓ
Ｗ︵
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
︶

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
学
校
教
育
全
般
の
相
談
や
、

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
家
庭
教
育
全
般
の
相
談
に

対
応
し
、
家
庭・学
校・地
域
社
会
を
つ
な
ぐ
相
談
員
。

A

専
門
の
職
員
を
配
置
す
る
の
か
？

Q
学
校
の
先
生
の
資
格
を
持
っ
た
指

導
員
１
人
と
、
補
助
員
２
人
の
計

３
人
を
配
置
す
る
計
画
。

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
が
学
校
復
帰
で
き

る
よ
う
支
援
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

現
段
階
で
は
、
公
共
施
設
に
空
き
が
な
い

た
め
、
民
間
ア
パ
ー
ト
の
一
室
を
利
用
す

る
予
定
。（
子
ど
も
教
育
課
長
）

不
登
校
児
童
生
徒
適
応

指
導
教
室
の
指
導
者
は
？

A
P
6  

28
年
度
事
業
の
目
玉
参
照
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3
月
定
例
会

事
業
の
目
玉

工
事
・
そ
の
他
の
議
案

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
あ
れ
こ
れ

3
月
定
例
会

　監視を強化したリサイクルボックス

Q

A

　
町
内
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク

ス
や
各
家
庭
の
ご
み
置
き
場
か
ら
、

資
源
ご
み
が
持
ち
去
ら
れ
る
事
案

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
須
恵
町
政
治
倫
理
条
例
第
５
条

に
規
定
す
る﹁
資
産
及
び
所
得
等
報

告
書
﹂の
提
出
の
適
用
を
受
け
る
も

の
の
う
ち
、
副
町
長
と
教
育
長
を

対
象
か
ら
除
外
す
る
内
容
の
条
例

改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
反
対
多
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

 

審 

議

 

町
の
三
役
で
あ
る
の
で
、

今
ま
で
ど
お
り
報
告
す
る

こ
と
で
良
い
の
で
は
？

 

副
町
長
と
教
育
長
は
、
公

職
選
挙
法
に
よ
る
選
挙
で

選
ば
れ
た
政
治
家
で
は
な

い
た
め
、
報
告
の
必
要
は

な
い
と
考
え
る
。

 

備
品
購
入
等
へ
の
口
添
え

や
金
品
の
授
受
等
に
対
し

て
、
潔
白
を
証
明
す
る
た

め
に
も
、
改
正
す
べ
き
で

な
い
の
で
は
？

資
源
ご
み
の

　
持
ち
去
り
防
止
を

政
治
倫
理
条
例
の

　
一
部
改
正
案
を
否
決

 

今
回
の
改
正
案
で
は
、
所

得
と
資
産
の
報
告
は
除
外

し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

金
品
授
受
の
禁
止
、
町
職

員
採
用
に
関
す
る
推
薦
・

紹
介
の
禁
止
等
は
残
し
て

い
る
。

 

討 

論
白
水 

勝
元 

議
員

情
報
公
開
の
範
囲
を
狭
く
す
る

副
町
長
・
教
育
長
は
、
間
接
的
に

選
挙
で
選
ば
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
健
全
な
民
主
主
義
を
保
つ

た
め
に
は
情
報
公
開
が
必
要
だ
が
、

こ
の
改
正
案
は
そ
の
公
開
範
囲
を

狭
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
⻆ 

栄
重 

議
員

除
外
し
て
も
問
題
は
な
い

町
長
の
責
任
で
、
副
町
長
・
教
育

長
を
選
ん
で
い
る
。
選
挙
で
選
ば

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
対
象
か
ら
除

AQ

外
し
て
も
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

田
ノ
上 

真 

議
員

議
論
不
足
を
痛
感

制
定
時
の
議
論
を
尊
重
す
べ
き

こ
の
条
例
は
、
平
成
６
年
に
議
論

を
積
み
重
ね
た
う
え
で
、
全
員
賛

成
の
可
決
を
も
っ
て
成
立
し
た
も

の
。
当
時
の
吉
松
昭
幸
町
長
も﹁
町

民
の
信
頼
に
応
え
、
公
正
で
開
か

れ
た
民
主
的
町
政
を
行
う
た
め
に

は
四
役
お
よ
び
議
員
を
対
象
と
し

た
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
を
行
う

べ
き
﹂と
発
言
さ
れ
て
お
り
、
須
恵

町
の
町
政
を
鑑か

ん
がみ
た
合
理
性
の
あ

る
規
定
と
思
わ
れ
る
。
条
例
の
改

正
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

く
、
こ
の
条
例
制
定
の
経
過
を
尊

重
し
、
今
一
度
、
丁
寧
な
議
論
を

積
み
上
げ
て
か
ら
納
得
で
き
る
結

論
を
出
す
べ
き
と
考
え
る
。

全員賛成全員賛成可決可決
全員賛成可決
全員賛成全員賛成可決
全員賛成

反対反対11 賛成２２否決否決
反対否決
反対反対否決
反対11 否決
11 賛成否決
賛成２否決２２否決２

持ち去り行為を発見した場合は、日時・場所・
資源物の種類・車両や持ち去り者の特徴な
どを地域振興課までお知らせください。
 地域振興課   ☎ 932・1438

持ち去り行為を見かけたら…!

須
恵
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
罰
則
規
定
等
を
追
加
）

● 

町
の
委
託
を
受
け
た
者
以
外
は
、

収
集
等
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

● 

違
反
し
た
者
は
５
万
円
以
下
の

過
料
に
処
す
る
。

賛
成

反
対

反
対
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平成28年度

事
業
の
目
玉

医 

療
医
療

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援通称「やまももルーム」

　心理的・情緒的な理由により登校できない
児童（高学年）・生徒とその保護者に対し、指
導・支援を行います。
　組織的かつ計画的に適応指導等を行うこと
で、学校への復帰・進路保障を図ることを目
的としています。
　平成28年５月に開所予定です。

不登校児童生徒
適応指導教室

乳幼児・子ども
医療費支給制度改正

　子育て家庭の経済的負担軽減のため、助成
の対象が拡大されます。平成28年10月１日
から、小学生の通院と中学生の入院費用も対
象になります。

改正内容
● 名称
「乳幼児・子ども医療証」→「子ども医療証」

● 自己負担額（平成28年10月から）

年齢区分 通院・入院 自己負担額
３歳未満 通院・入院 無料

３歳以上
小学校
入学前

通院 800円まで
（一病院・一月あたり）

入院
500円
（一病院・一日あたり）
※上限 7日

小 学 生

通院 1,200円まで
（一病院・一月あたり）

入院
500円
（一病院・一日あたり）
※上限 7日

中 学 生

通院 対象外

入院
500円
（一病院・一日あたり）
※上限 7日

医療費支給制度改正

995
万円

1,200
万円

通称「須恵っ子サマーデイルーム」
　夏休み期間中に、留守家庭で日中保育でき
ない保護者に代わり、児童の保育を行うこと
を目的とした子育て支援事業です。町内の小
学校１年生から６年生の児童が対象です。

夏休み子どもの
居場所づくり事業
（シルバー人材センター委託事業）
居場所づくり事業

60万円

元気に登校する子どもたち
（この写真は内容とは関係ありません）

地域活性化センター1階
レクリエーションルームで実施予定

変更箇所を赤字で示しています
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須恵町
オープンイノベーション
戦略推進事業

行政評価制度実施

地域防災計画の
見直し

乳児家庭
全戸訪問事業

健 

康
ま
ち
づ
く
り　企業や大学が持つ技術やアイデアを組み合

わせて新しい価値を作り出すオープンイノ
ベーションの考え方を活用し、町内企業の「企
業力の底上げ支援」に取り組みます。
　町内企業が抱える諸問題解決のため、必要
な調査を行い、新たな事業・技術開発による
仕事の創出や、企業 PRによる雇用の確保を
支援します。

　町の政策の効果を把握・分析して評価を行
い、その結果を次の企画立案や実施に役立て
ることを基本とする制度です。
　平成 28年度から数年をかけ、職員の人材
育成事業を行うとともに、事務事業の整理・
見直し等を行います。

　地域防災計画は、災害対策基本法に基づき、
災害発生時の応急対策や復旧など、災害に係
る事務や業務について定めた計画です。
　須恵町では、平成１８年３月に策定しまし
たが、東日本大震災の発生により、災害対策
基本法が改正されたことから、地域防災計画
の見直しを行うものです。

　出生から生後４か月までの間に、保健師・
助産師が、すべての家庭を訪問しています。
　保護者が不安や悩みを気軽に相談できる場
として活用いただき、お子さんの発達・発育
を保護者と一緒に見守ります。
　また、訪問時に、予防接種や地域の情報な
ど、子育て支援に関する情報提供も行います。

POINT

委託料
24万円

行政評価制度実施
260
万円

1,080
万円

オープンイノベーション
5,220
万円

　認知症を予防する脳若トレーニングが、わく
わくデイサロン（介護予防教室）の新規メニュー
として始まります。
　最新機器の iPadを使って行う、楽しい認知
症予防トレーニングです。

脳
のうわか
若トレーニング

健
トレーニング

38万円

トレーニングを楽しむ高齢者

私たちが訪問します
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工
事
・
そ
の
他
の
議
案

工事が施工されます

須恵中学校校舎
外壁改修工事
１億円

アザレア幼児園
新築工事
2 億9376万円（28年度分）
　年々増加する保育所待機児童の解消に向
けたアザレア幼児園の新築・拡充工事は、
平成28年７月末までに完了予定です。

　　平成 27年 10 月 工事開始
　　平成 28年 ７月 工事完了予定
 ８月 引っ越し・
　　　　　　　　　　　機械機器等の試運転
 ９月 開園予定

須恵東中学校
大規模改造工事
２億6000万円

　須恵東中学校は、平成元年の開校から27年
が経過しました。外壁や内装の老朽化が進ん
だため、校舎全体の大規模改造が行われます。
　安全面を考慮し、二期に分けて施工されます。
今年度は、夏休み期間中に、教室棟（希望の階
段側）と多目的棟の工事が行われる予定です。

　須恵中学校は、前回の大規模改修から15年
ほど経過し、外壁の老朽化が目立っています。
　昨年度の第一期工事に引き続き、今年度
は、第二期工事（本館棟）が行われます。夏
休み期間中に施工完了予定です。

着々と進む工事（旧山の神グラウンド）

開校から27年が経過した校舎

老朽化が目立つ正面玄関外壁
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中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
業
務
委
託
料

１
８
３
２
万
円
減
額

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
一
般

職
お
よ
び
特
別
職
の
国
家
公
務

員
の
給
与
改
定
に
準
じ
た
給
与

の
改
定
案
な
ど
、
６
議
案
を
審

議
し
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

・�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正

・�

平
成
27
年
度
須
恵
町
一
般
会
計

補
正
予
算

・�

平
成
27
年
度
須
恵
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

・�

平
成
27
年
度
須
恵
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

・�

平
成
27
年
度
須
恵
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

・�

平
成
27
年
度
須
恵
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

　
当
初
、
１
日
４
０
０
食
程
度
の
利
用
を

見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
、
平
均

で
約
１
９
０
食
（
全
体
の
約
23
%
）
の
利

用
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
保
護
者
負
担
は
１
食
２
７
０
円
で
、
１

か
月
単
位
の
事
前
注
文
制
と
な
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
・
学
校
・
保
護
者
の
声
を
き
い

て
検
証
を
行
い
、
よ
り
利
用
し
や
す
い

サ
ー
ビ
ス
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
国
の
補
正
予
算
に
よ
り
、
補
助
金
の
交

付
が
決
定
し
た
た
め
、
次
の
３
事
業
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
平
成
27
年
度
中
に
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
28
年
度
に
繰

り
越
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

その他の

議 案
３ 月 定 例 会平

成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

９
８
８
７
万
円
を
追
加

総
額
　
93
億
８
０
５
４
万
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

須恵町税条例等の一部を改正する条例の一部改正（専決処分） 賛成多数で承認

須恵町立認定こども園条例の制定 全員賛成で可決

町営路線の認定及び変更 全員賛成で可決

平成27年度須恵町国民健康保険特別会計補正予算 全員賛成で可決

平成27年度須恵町後期高齢者医療特別会計補正予算 全員賛成で可決

平成27年度須恵町公共下水道事業特別会計補正予算 全員賛成で可決

平成27年度須恵町農業集落排水事業特別会計補正予算 全員賛成で可決

平成27年度須恵町水道事業会計補正予算 全員賛成で可決

行政不服審査法等の施行に伴う関係条例の整備に関する
条例の制定 全員賛成で可決

地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 全員賛成で可決

須恵町職員の退職管理に関する条例の制定 全員賛成で可決

須恵町印鑑条例の一部改正 賛成多数で可決

須恵町行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用に関する条例の一部改正

賛成多数で可決

須恵町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 全員賛成で可決

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に
関する条例の一部改正 全員賛成で可決

須恵町手数料条例の一部改正 賛成多数で可決

須恵町乳幼児・子ども医療費の支給に関する条例の一部改正 全員賛成で可決

須恵町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部改正 全員賛成で可決

須恵町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部改正 全員賛成で可決

中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
見
込
み
を
下
回
る

3
事
業
を
追
加
し
、

28
年
度
へ
繰
り
越
し

平成27年5月にスタートした中学校ランチ
サービス（メニューの一例）

繰越明許費補正（追加）

採 決 結 果

自治体クラウドサービス
提供業務委託
（子ども・子育て支援新制度に対
応するための電算システムの変
更業務委託）

２６０万円

オープンイノベーション
戦略推進事業費
※７ページ参照

５２２０万円

須恵東中学校
大規模改造事業
※８ページ参照

２億６７２０万円

平成28年２月19日

第 １ 回

臨時会
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一
般
質
問

1一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般
について疑問点をただし、報告や説明を求めることです。 答弁中の中嶋町長

児玉 求  議員

　
須
恵
町
で
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
27
年
度
ま
で
に
人
口
は
９
０
７

人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
中
嶋
町
長
は
、
27
年
９
月
定
例

会
で
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
入
院

に
限
っ
て
の
無
料
化
の
方
向
性
を

示
さ
れ
、
ま
た
26
年
度
﹁
広
報
す

え
﹂
で
は
﹁
子
育
て
す
る
な
ら
須

恵
町
で
、
老
後
を
暮
ら
す
な
ら
須

恵
町
で
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実

感
で
き
る
町
づ
く
り
を
実
現
し
た

い
﹂
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
、
子
育
て
世
代
の
子
ど
も
の

貧
困
の
連
鎖
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
、
教
育
す
る
環

境
が
必
要
で
す
。
義
務
教
育
が
終

わ
る
中
学
３
年
生
卒
業
ま
で
通

院
・
入
院
と
も
自
己
負
担
︵
窓
口

負
担
︶
な
く
医
療
費

の
無
料
化
を
拡
充
す

べ
き
で
す
。

　
昨
年
の
６
月
・
９

月
議
会
で
も
同
様
の

ご
質
問
を
受
け
、
そ

の
都
度
お
答
え
し
て

き
ま
し
た
。先
ご
ろ
、

糟
屋
郡
内
の
方
向
性

が
ま
と
ま
り
、
中
学

生
の
入
院
ま
で
助
成
を
拡
充
す
る

条
例
改
正
議
案
を
こ
の
３
月
議
会

で
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
須
恵
町
の
財
政
構
造
の
弾
力
性

を
示
す
﹁
経
常
収
支
比
率
﹂
は
、

87
・
０
％
で
す
。
糟
屋
郡
内
の
市

町
は
、
85
・
９
％
か
ら
97
・
５
％
の

範
囲
に
あ
り
ま
す
。
町
村
規
模
で

の
弾
力
性
の
上
限
と
言
わ
れ
る

75
％
を
大
き
く
上
回
り
、
硬
直
化

の
傾
向
が
顕
著
で
す
。

　
ど
の
自
治
体
も
政
策
的
に
使
え

る
財
源
が
乏
し
く
、
台
所
事
情
と

直
面
し
な
が
ら
、
い
か
に
行
財
政

効
率
を
上
げ
て
い
く
か
が
地
方
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
と
発
達
、
少
子
化

対
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援

策
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
の
か
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
拡
充
も

含
め
て
、
糟
屋
地
区
の
市
町
と
も

引
き
続
き
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充
は
自
己
負
担（
窓
口
負
担
）な
く

入
院
・
通
院
と
も
中
学
３
年
生
卒
業
ま
で
無
料
化
を

郡
内
統
一
で
検
討

問

答
中
嶋
町
長

医
療

ここが 聞 きた い！
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の
中
核
と
し
て
、
行
政
の
軽
微
な
事

務
事
業
を
担
う
ま
で
進
展
す
れ
ば
、

専
従
の
職
員
や
役
場
職
員
を
、
事

務
局
長
と
い
う
形
で
配
置
す
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
ま
す
。

暮
ら
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
体
制
確
立
を

推
進
し
て
い
く

2
地
域

行
政

※質問の全文を記載しています。
※「問」については、議員が提出した通告書どおりに
　掲載しており、編集は行っていません。

今村 桂子  議員

一/般/質/問

ニ
テ
ィ
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
、

日
々
の
生
活
の
中
か
ら
共
助
の
精
神

を
ど
う
高
め
て
い
く
か
が
、
暮
ら
し

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
狙
い
で
す
。

　
将
来
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
町

　
平
成
13
年
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

務
局
が
小
学
校
の
空
き
教
室
に
開

設
さ
れ
、
15
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ま
ち
づ
く
り
の

柱
と
位
置
づ
け
、
平
成
26
年
に
は

﹁
暮
ら
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
﹂
へ
の

転
換
を
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
状
の
推
進
体
制
で

は
、
行
政
区
役
員
兼
務
の
た
め
、

町
長
部
局
の
事
業
﹁
暮
ら
し
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
﹂
ま
で
進
展
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
方
向
性
と
し
て
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、

行
政
各
課
が
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
活
用
し
た
、
お
互
い
有
益
な
事

業
展
開
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
行
政
内
に
特
化
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
・
係
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
暮
ら
し
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
構
想
が
推
進
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
町
で
は
、
教
育

を
基
盤
に
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
教
育
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
は
、
暮
ら
し

と
密
着
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
住
民
ひ
と
り
ひ
と

り
が
、
町
や
コ
ミ
ュ

問

答
中
嶋
町
長

ここが 聞 きた い！

資
質
向
上
に
取
り
組
む

問

職
員
を
育
て
る
取
り
組
み
は

価
制
度
を
採
り
入
れ
、勤
務
評
価
・

能
力
評
価
・
業
績
評
価
を
職
員
に

課
し
、
資
質
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
民
間
企
業
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
経
営
手
法
や
経
営
理

念
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、

町
内
の
企
業
経
営
者
を
招
き
、
勉

強
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
職
員
の
能
力
向
上
の

た
め
の
研
修
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
間
で
課
長
級
職
員
の

半
数
以
上
が
退
職
し
た
り
、
定
年

を
迎
え
ま
す
。
再
任
用
制
度
の
活

用
や
、
議
会
へ
の
説
明
を
課
長
補

佐
・
係
長
に
さ
せ
る
な
ど
の
改
善

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
役
場
を
背
負
っ
て
立
つ
職

員
を
育
て
る
取
り
組
み
を
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
昨
年
の
下
半
期
か
ら
、
人
事
評

答
中
嶋
町
長
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現
在
、
糟
屋
地
区
内
で
、
図
書

館
と
し
て
の
建
物
が
な
い
の
は
須

恵
町
だ
け
で
す
。
延
床
面
積
で
比

較
し
て
も
他
町
に
比
べ
手
狭
で
、

機
能
的
に
み
て
も
不
足
し
て
い
ま

す
。
老
若
男
女
に
広
く
利
用
さ
れ

る
最
た
る
も
の
は
図
書
館
だ
と
思

い
ま
す
。
町
民
は
早
期
の
図
書
館

建
設
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
６
月
議
会
で
、
同
僚

議
員
が
図
書
館
の
建
設
に
向
け
て

一
般
質
問
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
か
。
ま
た
、
建
設
予
定
地
と

し
て
ど
こ
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
。
そ
し
て
、
築
41
年
が
経
過
し

た
あ
お
ば
会
館
は
老
朽
化
が
目
立

ち
、
大
型
地
震
等
が
来
れ
ば
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
り
、
安
心
安
全
の
観

点
か
ら
危
険
防
止
対
策
に
つ
い
て

も
質
問
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
６
月
の

一
般
質
問
で
、
図
書

館
建
設
に
つ
い
て
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
必
要
性
は
感
じ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、

高
齢
者
福
祉
施
策
・

待
機
児
童
問
題
・
学

校
の
増
改
築
や
耐
震

化
工
事
な
ど
、
住
民

生
活
に
直
結
す
る
喫

緊
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
緊
急

性
の
高
い
事
業
か
ら
優
先
的
に
着

手
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
図
書
館
や
文
化
会
館
は
、
文
化

施
設
の
最
た
る
も
の
と
し
て
位
置

付
け
て
い
ま
す
が
、
前
述
し
た
事

業
に
加
え
、
予
期
せ
ぬ
災
害
発
生

に
備
え
た
人
命
最
優
先
の
防
災
拠

点
の
整
備
も
重
要
で
す
。

　
役
場
敷
地
内
の
中
央
防
災
セ
ン

タ
ー
、
佐
谷
地
区
の
東
部
防
災
セ

ン
タ
ー
の
建
設
に
加
え
、
新
た
に

町
立
図
書
館
の
早
期
建
設
計
画
を

必
要
性
は
感
じ
て
い
る
が
…

3
問

答
中
嶋
町
長

一/般/質/問

町 政 を 問 う ！

世利 孝志  議員

須
恵
区
に
中
部
防
災
セ
ン
タ
ー
の

用
地
取
得
を
行
う
な
ど
、
現
在
の

と
こ
ろ
計
画
が
立
て
に
く
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
建
設
の
時
期
や
場
所
、

用
地
購
入
の
問
題
、
施
設
の
概
要
、

経
営
形
態
な
ど
も
含
め
、
次
期
複

合
施
設
と
し
て
何
が
い
い
の
か
を

専
門
家
を
交
え
、
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

設
施

一
般
質
問

築41年が経過した あおば会館

委員会レポート

海水から淡水へ
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筑
後
川
の
河
口
23
㎞
の
位
置
に
あ

る
筑
後
大
堰
は
、
総
延
長
約
５
０
０

ｍ
の
可
動
堰
で
、
福
岡
・
佐
賀
県
内

３
３
０
万
人
の
水
道
用
水

お
よ
び
農
業
用
水
を

確
保
す
る
た
め
、

流
況
の
変
化

に
対
応
し
た

操
作
が
行

わ
れ
て

い
ま
す
。

総務建設産業委員会 委員会レポート

　
須
恵
町
を
含
む
、
福
岡
都
市
圏
９
市

７
町
の
水
道
用
水
と
し
て
、
筑
後
大
堰

の
湛た

ん
す
い水
区
域
内
か
ら
取
水
し
、
水
圧

で
約
80
ｍ
押
し
上
げ
、
大
野
城
市
の

牛う
し
く
び頸

浄
水
場
ま
で
延
長
約
24
・
７
㎞
を
、

３
６
５
日
24
時
間
通
水
し
て
い
ま
す
。

　
最
大
毎
秒
２
１
６
４
㎥
の
通
水
を

行
う
た
め
、
ポ
ン
プ
の
管
理
や
厳
し

い
監
視
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
生
活
の
基
盤
と
な
る
水
は
、
須
恵
ダ
ム
な
ど
町
単
独
水
源
の
ほ
か
、
福
岡
地
区

水
道
企
業
団
か
ら
受
水
を
確
保
し
、
各
家
庭
に
安
定
し
て
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
月
８
日（
月
）、
そ
の
福
岡
地
区
水
道
企
業
団
関
連
３
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

水
道
水
の
安
定
供
給高水圧で通水する大型ポン

プ

海水から淡水へ

昭
和
60年

か
ら
生活を支え続ける可動堰

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

筑
後
大
堰
管
理
室

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

福
岡
導
水
管
理
室

　
福
岡
地
区
水
道
企
業
団
は
、
筑
後
川

か
ら
の
導
水
、
各
ダ
ム
の
水
源
の
ほ
か
、

海
水
淡
水
化
事
業
を
進
め
、
安
定
給
水

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
玄
界
灘
よ
り
取
水
し
、
一
日
の
生
産

水
量
は
、
最
大
５
万
㎥
で
す
。

海
の
中
道

海
水
淡
水
化
セ
ン
タ
ー

　
２
月
に
福
岡
を
襲
っ
た
大
寒
波
に
よ

り
、
須
恵
町
で
も
町
内
各
地
域
で
水
道
管

の
破
裂
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
給
水
不

可
に
よ
る
断
水
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
町
の
水
源
だ
け
で
な
く
、
福
岡
地
区
水

道
企
業
団
か
ら
受
水
し
て
い
る
た
め
防
げ

た
事
案
で
す
。
普
段
の
生
活
用
水
は
も
と

よ
り
、
災
害
等
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
対

応
で
き
る
水
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
上
下
水
道
課
と
の

意
見
交
換

　
２
月
12
日（
金
）、
議
会
と
区
長
会
と

の
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
議
会
か
ら
、
ぼ
た
山
の
今
後
の
開
発

計
画
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
防
犯
灯
の
費
用
負
担
、
消
防
団
へ

の
援
助
金
、
行
政
区
加
入
へ
の
行
政
措

置
、
空
き
家
対
策
等
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
議
員
・
区
長
に
よ
る
合
同
の
須
恵
町

を
知
る
企
画（
郷
土
史
の
勉
強
会
、
岳

上
登
山
等
）の
実
施
に
よ
り
、
須
恵
町

の
魅
力
発
信
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、
須
恵
町
が
魅
力
あ

る
町
に
な
る
よ
う
共
に
協
力
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
が
、
初
め
て
の
懇
談
会
で
し
た

が
、
さ
ら
な
る
意
見
の
交
換
が
で
き
る

よ
う
、
毎
年
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

須恵町を
より良くするために
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議会広報全国コンクール
　　  金賞を受賞

第30回町村議会広報全国コンクールにおいて
「須恵町議会だより193 号」が、金賞（表紙

写真部門）を受賞しました。45都道府県262町村
から応募があった広報紙の中から選考されたもの
で、二年連続の受賞（昨年は奨励賞）となりました。
表紙の写真は、シリーズ「未来を担う子どもたち」
と題し、須恵町の子どもに焦点をあててきました。
『清

すがすが
々しい笑顔を見せる児童の表情をうまくとらえ

ている。背景をぼかすことで、主人公がより強調。
光沢紙の使用で撮影画像の色調などを、より忠実
に再現』との評価をいただきました。取材や写真撮
影にご協力いただいた皆さまに感謝します。

須恵町議会だより193号

２月９日に埼玉県寄
より
居
い
町（64.25㎢、人口約

３万５千人）、翌日には同県小川町（60.36㎢、
人口約３万１千人）を訪問しました。
両町は、県中央部で隣接し、ともに全国表彰など広
報において素晴らしい評価を受けています。
委託業者が会議に同席するなど密接に関わり、吹き
出しを使った臨場感や、本文中の強調文字によるナ
ナメ読み対策など、プロの技術を取り入れた制作方
法をとられていました。
須恵町も、表紙部門では全国の奨励賞や金賞などの
表彰を受けましたが、内容の充実をもっと図りたい
と思っています。限られた予算内ですが、読んでも
らえる紙面づくりに努力していきます。

読んでもらえる
紙面づくりを

平成28年
２月9-10日

小川町議会での研修の様子

寄居町議会だより編集委員会の皆さんと

議会広報全国コンクール
　　  金賞を受賞

このメンバーで編集しました

議
会
あ
れ
こ
れ
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任期満了に伴い推薦され、再任
に議会が賛成しました。任期は
平成31年６月30日までです。

平
ひらしま

嶋　峰
みねはる

晴氏
（藤浦区・69歳）

　展望台・山頂までの遊歩道・
駐車場・公園等を計画していま
すが、最終的には、土壌や地盤、
勾配等の詳細な調査を要するた
め、もう少し時間がかかる見込
みです。

なお、次の定例議会は
6 月13日からの予定です。

本会議は一般に公開されており、
簡単な手続きで傍聴することが
できます。傍聴を希望される方
は、本会議当日に役場４階議会
事務局の窓口にお越しください。
（予約不要）

議会を

生でみて

みよう！

　皆さん、「一
ひと
目
め
上
あ
がり」をご存知

でしょうか。これは古典落語で、
「目が上がっていく」おめでたい噺

はなし

です。登場人物が各家を訪ね、ご
隠居と掛け合う場面を少しご紹介
します。
　『ご隠居のところへ八が来て、
掛け軸を褒

ほ
めます。「いい掛け軸

ですね」ご隠居は「これは、賛と言
うのだ」次の家で八が「いい三です

ね」と褒
ほ
めると、ご隠居は「これは、

詩と言うのだ」次の家で八が「いい
四ですね」と褒

ほ
めると、ご隠居は

「これは、語というのだ」と言われ
ます。八は「何だ、一目ずつ上がっ
ている。今度五と言ったら六と言
われるからはじめから六と言お
う」と考え、次の家で自慢げに「六
ですね」と言うと、ご隠居が「これ
は、七福神だよ」と切り返えした』
という落ちです。
　先を読むのも大切ですが、早と
ちりや読み違えがあれば、先に進
むどころか後退しなければならな
くなります。私たちの身の回りに
も、「一石二鳥」「二人三脚」「三寒四

温」「四
し
分
ぶん
五
ご
裂
れつ
」「五

ご
臓
ぞう
六
ろっ
腑
ぷ
」など目が

上がっていく言葉はたくさんあり
ますが、先人も「一目上がり」の大
切さを実感していたのでしょう。
　改選から一年が経ちました。私
たち議員も住民の皆様の付託に応
えるべく、現状にとどまらず日々
精進し、前進していく所存です。

賛　画面の中に書かれた詩、歌文
　　（俳句などが多く用いられた）
　　「自分で描いた絵に「賛」を書き
　　 入れることを自画自賛という」
詩　漢詩
語　格言や高僧の金言等

　３町（志免・須恵・粕屋）にま
たがる国鉄志免炭鉱ぼた山開発
は、今後の活用に向けて、昨年、
基本設計が完成し、工事を着工
する方向で関係機関との協議が
進んでいます。

有効活用が期待されるぼた山

ぼた山開発推進協議会

議長
　通信

一
ひと

目
め

上
あ

がり

人権擁護委員
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